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GK Perは 1901年に古典新星として発見された天体で、静穏時に戻った後は矮新星アウトバーストを繰り返す
のが特徴的である。また中間ポーラーでもあることが知られており、X線と可視光で 350秒周期の白色矮星のス
ピンが観測されている。GK Perの矮新星アウトバーストはおよそ３年に１度の頻度で発生するが、その光度曲
線は典型的な矮新星のものとは異なり、２段階の増光を経て極大に達してその後減光する。この光度曲線は標準
的な円盤不安定モデルでは説明が困難で、その正体は未だに解明されていない。また、アウトバースト中には数
百秒から数千秒の様々な短時間変動が観測されるが、その機構はもちろん観測的特徴も確立していない。
2007年 2月、GK Perは 2004年 10月以来のアウトバーストを開始した。我々はかなた望遠鏡と TRISPECを
用いて可視光ー近赤外線同時観測、高速カメラを用いて短時間変動モニターを行った。観測結果でまず特筆すべ
きは、増光がこれまでの２段階ではなく、３段階を経て、結果前例のない３つの極大が観測されたことである。
多色観測の結果、それぞれのアウトバーストはいずれも同じ色変化をしており、すべて同様の降着円盤起源のア
ウトバーストであることがわかる。また高速測光の結果、白色矮星のスピンはアウトバースト終了直前にしか観
測されなかった。これは、アウトバースト中は降着円盤からの放射の寄与が大きくスピンは目立たないが、アウ
トバーストの終了が円盤外縁から伝搬した結果、一時的にスピン由来の放射の寄与が大きくなったと考えられる。


